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カ ップ リング処理,RPは ロカテ ックシステム,
ITはイ トロ処理 とした。
【結　果】ITとRP間以外で有意差 がみ られ た。
RPとITの接着強 さの平均は16から20MPaと他に
比較 して有意 に高い値 を示 した。RPとIT問では
有 意 差 は認 め られ な か っ た がITでは最 大 で
28.3MPaと高い値 を示 した。　sEM像ではRPとIT
では混合破壊がみ られた。
【結　論】今回の研究で,ロ カテ ックシステム と
イ トロ処理はジルコニアとハイブ リッドセラミッ
クスの接着時の表面処理法として有効であること
がわかった。イ トロ処理は結果にばらつ きがあり,
接着操作に改善が必要であるが,他 の表面処理法
より高い接着強さを得 ることができた。
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【目　 的】従来から補綴臨床 において審美性,生
体親和性,機 能性を兼ね備 えた歯冠修復物の開発
が進め られてきた。オールセ ラミック修復の フ
レームの材質には,ア ル ミナやジルコニアがある。
アル ミナと比較 してジルコニアは高強度,高 靱 性
の材質である。フレームに築盛する材料には陶材
とハイブ リッドセラ ミックスがあげられる。硬度
においてハイブリッドセラミックスは天然歯に近
似 した硬度であり咬耗等の為害作用がある。そこ
で,フ レームにジルコニアを用い,ハ イブ リッド
セラミックスを築成することで生体に対する為害
作用の少ない強度に優れた修復物が可能ではない
かと考 えた。その際,接 着強 さが問題 となる。本
研究では表面処理法の違いが接着強さに及ぼす影
響について検討 した。
【方　法】12×12×3mmに加工 したジル コニァを
包埋後,注 水下にて研磨 し直径6mmの 穴をあけ
たマスキングテープをは り,被着面積を一定に し
た。表面処理後,内径6mm高 さ2mmのプラスチ ッ
クチューブを用いてハイブリッドセラミックスを
築盛,重 合 した。表面処理法は4つ に分類 され,
SBはアル ミナサ ン ドブラス ト処理,　slはシラン
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